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次のような種々のかたちで分離するに至った。」(Troeltsch, 1913b, 294) 
「啓蒙主義は、教会や神学によって決定されていた従来の支配的文化に対立することによ
って、ヨーロッパの文化と歴史における厳密な意味での近代の開始であり基礎をなすもの
である。」(Troeltsch, 1897, 338) 
ここで問題となっている啓蒙主義とは、単なる政治思想や思想運動を超えて、「生の全領域









ロテスタンティズム」(Troeltsch, 1913a, 191)の二つのプロテスタンティズムである。 
このようにトレルチは、近代の内部に決定的な変動を読み取ることによって、いわば近代を
広義の近代と狭義の（厳密な意味での）近代の二つの意味で使用し、18世紀以降のキリスト教






スト教的な宗教世界と古代の精神文化から由来する根源的対立(der Urgegensatz des 
Doppelursprungs)なのである」（Troeltsch、1913b、295）。 
2  「近代」についての包括的な視点からの議論としては、トレルチなどのキリスト教思想との


































                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                           
3  近代論（現代の精神状況論）というテーマについて、トレルチとティリッヒは多くの点で重
なり合っている。これは、本稿で取り上げた『現代の宗教状況』(Tillich、1926）の邦訳者であ





た思想全般における「人間学への転回」(Die Wendung zur Anthropologie)が、まさにこの 18世
紀の思想状況へと遡るものであって、パネンベルク自身の神学構想が神学的人間学を方法論的



























































                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                           
6  この近代以降における前近代的なものの存続（近代と前近代との妥協、近代化の不徹底）と
いう問題は、ティリッヒによる近代ブルジョワ社会の分析の中心点の一つに他ならない。この
点については、『社会主義的決断』(Die sozialistische Entscheidung,1933,in:Paul Tillich. MainWorks 








































                                                                                                                                                                           
こと。 
10  ここでウォーカーが言及しているグリフィンの議論は、この（Walker, 2004）が収められた
「SUNY Series」（State University of New York Pressから出版の叢書）に対して、この叢書の編集
















18 世紀の近代科学の形成期から遡ること数百年前の 15 世紀にその出発点を見いださねばなら
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